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2017年度定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社2017年度定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようお願い申し上げ
ます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、後記の株主総会参考書類をご検討いただき、以下のいずれかの方法によって、
2018年４月19日（木曜日）午後５時までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

敬具

書面による議決権行使の方法 インターネットによる議決権行使の方法

同封の「議決権行使書」用紙に賛否をご表示の上、折り返し
ご送付ください。

当社指定の議決権行使サイト(https://evote.tr.mufg.jp/)
にアクセスの上、賛否をご入力ください。詳細は、「インタ
ーネットによる議決権行使のご案内」（３ページ）をご参照
ください。
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記

１．日　　時 2018年４月20日（金曜日）午後２時（受付開始　午後１時）
（開催日が前回定時株主総会の日（2017年5月25日）に応答する日と離れていますのは、より早く株主の皆様

に情報を提供できるよう前回より前倒しで開催することとしたためであります。）
２．場　　所 ホテルグランドアーク半蔵門　４階　富士西の間（東京都千代田区隼町１番１号）

（2017年６月に本店所在地を東京都千代田区に移転しましたので、本年より株主総会の開催場所を変更するこ
とといたしました。

　ご来場の際は、末尾の「株主総会会場のご案内」をご参照いただき、お間違えのないようご注意ください。）
３．目的事項

報告事項 第３期（2017年１月１日から2017年12月31日まで）事業報告、連結計算書類及び計算書類ならび
に会計監査人及び監査委員会の連結計算書類監査結果報告の件

決議事項
議　　案 取締役５名選任の件

以　上

◎当日ご出席の際は、同封の「議決権行使書」用紙を会場受付にご提出ください。また、資源節約のため本株主総会招集ご通知をご持参くださいます
ようお願い申し上げます。

◎次の事項につきましては、法令及び当社定款第14条に基づき、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、本株主総会招集ご通
知には記載しておりません。
①連結持分変動計算書　②連結注記表　③株主資本等変動計算書　④個別注記表
なお、監査委員会及び会計監査人は、上記の当社ウェブサイト掲載事項を含む監査対象書類を監査しております。

◎株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきま
す。

＜当社ウェブサイト　http://www.kubotaholdings.co.jp/ir/library/general-meeting/index.html＞
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インターネットによる議決権行使のご案内
インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確認の上、行使していただきますようお願い申し上
げます。当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネットによる議決権行使のお手続きはいずれも
不要です。
１．議決権行使サイトについて
(1) インターネットによる議決権行使は、パソコン、スマートフォンまたは携帯電話（ｉモード、EZweb、Yahoo!

ケータイ）※から、当社の指定する議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただく
ことによってのみ実施可能です。（但し、毎日午前２時から午前５時までは取り扱いを休止します。）

※「ｉモード」は㈱NTTドコモ、「EZweb」はKDDI㈱、「Yahoo!」は米国Yahoo! Inc.の商標または登録
商標です。

(2) パソコンまたはスマートフォンによる議決権行使は、インターネット接続にファイアーウォール等を使用され
ている場合、アンチウイルスソフトを設定されている場合、proxyサーバーをご利用の場合、TLS暗号化通信を
指定されていない場合等、株主様のインターネット利用環境によっては、ご利用できない場合もございます。

(3) 携帯電話による議決権行使は、ｉモード、EZweb、Yahoo!ケータイのいずれかのサービスをご利用くださ
い。また、セキュリティ確保のため、TLS暗号化通信及び携帯電話情報の送信が不可能な機種には対応してお
りません。

 

(4) インターネットによる議決権行使は、2018年４月19日（木曜日）の午後５時まで受け付けいたしますが、お
早めに行使していただき、ご不明な点等がございましたらヘルプデスクへお問い合わせください。

２．インターネットによる議決権行使方法について
(1) 議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）において、議決権行使書用紙に記載された「ログインID」及

び「仮パスワード」をご利用いただき、画面の案内に従って賛否をご入力ください。
(2) 株主様以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用

の株主様には、議決権行使サイト上で「仮パスワード」の変更をお願いすることになりますのでご了承くださ
い。

(3) 株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」及び「仮パスワード」をご通知いたします。
３．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い

(1) 郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を
有効として取り扱わせていただきますのでご了承ください。

(2) インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていた
だきます。また、パソコン、スマートフォンと携帯電話で重複して議決権を行使された場合も、最後に行使さ
れた内容を有効とさせていただきます。

４．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
　議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金等）は、株主様のご負担とな
ります。また、携帯電話等をご利用の場合は、パケット通信料・その他携帯電話等利用による料金が必要になり
ますが、これらの料金も株主様のご負担となります。

システム等に関するお問い合わせ
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（ヘルプデスク）

・電話　0120-173-027（受付時間　午前９時から午後９時、通話料無料）
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
議案　取締役５名選任の件

提案の理由
　取締役全員（５名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、指名委員会の決定に基づき、社外取
締役４名を含む取締役５名の選任をお願いしたいと存じます。
　なお、取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番号 氏　　名 地位及び担当 委員会 取締役会等の出席状況

【再任】
１ 窪 田 　 良

取締役
代表執行役会長、社長
兼最高経営責任者

【指名委員会】（委員長） 取締役会　19/19回
指名委員会　１/１回

【再任】
２ 浅 　 子 　 信 太 郎 取締役

【社外取締役】【独立役員】
【監査委員会】（委員長）
【報酬委員会】

取締役会　19/19回
監査委員会　５/５回
報酬委員会　５/５回

【再任】
３ 三 田 四 郎 取締役

【社外取締役】
【指名委員会】
【監査委員会】

取締役会　18/19回
指名委員会　１/１回
監査委員会　４/５回

【再任】
４ 中 村 栄 作 取締役

【社外取締役】【独立役員】
【指名委員会】
【報酬委員会】

取締役会　18/19回
指名委員会　１/１回
報酬委員会　５/５回

【再任】
５ ロ バ ー ト ・ タ ケ ウ チ 取締役

【社外取締役】【独立役員】
【報酬委員会】（委員長）
【監査委員会】

取締役会　18/19回
報酬委員会　５/５回
監査委員会　５/５回

 
(注) 当社は、事業の規模及び業態から、社外取締役及び各委員会の管理・監督及び助言機能を確保する一方で執行役による事業遂行の効率性を向上さ

せることは、非常に効果的な企業統治体制を構築するために重要であるとの考えから、当社は、会社法上の指名委員会等設置会社制度を採用して
います。
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取締役候補者

候補者番号 1 窪田　　　良 再 任

生年月日　1966年10月18日生
当社株式所有数　10,250,654株
在任年数　２年４ヵ月
取締役会等への出席状況
取締役会　19/19回
指名委員会　１/１回

略歴、地位、担当
2002年 ６ 月 アキュセラ・インク設立、取締役
2002年 ６ 月 アキュセラ・インク社長、最高経

営責任者兼会計責任者
2005年 ４ 月 アキュセラ・インク取締役会長
2014年 ６ 月 慶 應 義 塾 大 学 医 学 部 客 員 教 授

（現）
2015年 ５ 月 アキュセラ・インク会長、社長兼

最高経営責任者、取締役（現)

2015年12月 当社代表取締役会長、社長兼最高
経営責任者

2016年12月 当社取締役、代表執行役会長、社
長兼最高経営責任者（現）

重要な兼職の状況
アキュセラ・インク会長、社長兼最高経営責任者、取締役

取締役候補者とした理由等
窪田良氏は、創業者であり、経営者としての手腕や眼科領域における豊富な知見と実績に基づく
リーダーシップと実行力により当社経営を牽引しております。今後も引き続き取締役会の意思
決定に際して、取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断しました。

候補者番号 2 浅子　信太郎 再 任

生年月日　1974年６月14日生
当社株式所有数　800株
在任年数　２年１ヵ月
取締役会等への出席状況
取締役会　19/19回
監査委員会　５/５回
報酬委員会　５/５回

略歴、地位、担当
1998年 ８ 月 アーサー・アンダーセンLLP
2002年 ６ 月 KPMG LLP
2005年 ７ 月 メディシノバ・インク財務・経理

部　ヴァイス・プレジデント
2006年11月 メディシノバ・インク最高財務責任者
2011年11月 DeNA West財務部ヴァイス・プ

レジデント
2012年 １ 月 DeNA West最高財務責任者
2013年10月 DeNA West最高経営責任者・最

高財務責任者

2015年 ５ 月 アキュセラ・インク取締役（現)
2016年 ３ 月 当社社外取締役（現）
2017年 ２ 月 DeNA Corp最高経営責任者・最

高財務責任者（現）
2017年 ４ 月 株式会社ディー・エヌ・エー執行

役員　経営企画本部長
2017年 ７ 月 株式会社ディー・エヌ・エー執行

役員 CFO 経営企画本部長（現）

重要な兼職の状況
アキュセラ・インク取締役、株式会社ディー・エヌ・エー執行役員 CFO 経営企画本部長

社外取締役候補者とした理由等
浅子信太郎氏は、経営管理の経験ならびに米国及び日本の上場会社の規制の分野における優れた
知識を有することから、社外取締役として適任であると考えております。また、東京証券取引所
が定める独立役員の基準を満たすため、独立役員として指定しています。
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候補者番号 3 三田　　四郎 再 任

生年月日　1951年８月２日生
当社株式所有数　200株
在任年数　２年１ヵ月
取締役会等への出席状況
取締役会　18/19回
指名委員会　１/１回
監査委員会　４/５回

略歴、地位、担当
1989年 ６ 月 参天製薬株式会社取締役研究開発

本部長
1995年 ６ 月 参天製薬株式会社取締役探索研究本

部長
2000年11月 株式会社エムズサイエンス社長兼

最高経営責任者（現）
2015年 ５ 月 アキュセラ・インク取締役（現）

2016年 ３ 月 当社社外取締役（現）

重要な兼職の状況
アキュセラ・インク取締役、株式会社エムズサイエンス社長兼最高経営責任者

社外取締役候補者とした理由等
三田四郎氏は、バイオテクノロジー及び医療の領域における研究者及び執行役員として豊富な経
験を有することから、社外取締役として適任であると考えております。

候補者番号 4 中村　　栄作 再 任

生年月日　1961年７月１日生
当社株式所有数　800株
在任年数　２年１ヵ月
取締役会等への出席状況
取締役会　18/19回
指名委員会　１/１回
報酬委員会　５/５回

略歴、地位、担当
2001年 ４ 月 Berevno Corporation代表取締

役社長
2002年 ５ 月 CanBas Corporation社外取締役
2006年 ９ 月 バイオサイトキャピタル株式会社

取締役東京支社長
2010年10月 株式会社アクティバスファーマ社

外取締役
2013年 ９ 月 一般社団法人こいのぼり　理事

2015年 ５ 月 アキュセラ・インク取締役（現）
2016年 ３ 月 当社社外取締役（現）
2017年 １ 月 一般社団法人こいのぼり　監事

（現）
2018年 ３ 月 株式会社デ・ウエスタン・セラピ

テクス研究所　社外取締役（現）

重要な兼職の状況
アキュセラ・インク取締役、一般社団法人こいのぼり監事

社外取締役候補者とした理由等
中村栄作氏は、当社及びその子会社の持続的成長にとって重要であると考えられる投資運用及び
資本市場における経験を有することから、社外取締役として適任であると考えております。ま
た、東京証券取引所が定める独立役員の基準を満たすため、独立役員として指定しています。
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候補者番号 5 ロバート・タケウチ 再 任

生年月日　1957年５月17日生
当社株式所有数　無し
在任年数　２年１ヵ月
取締役会等への出席状況
取締役会　18/19回
報酬委員会　５/５回
監査委員会　５/５回

略歴、地位、担当
1988年 ７ 月 Credit Suisse First Boston社

国際エクイティ・セールスディレ
クター

1996年10月 Softbank America Corporation, 
Inc. 財務部長及び秘書役

1998年 ３ 月 Softbank Investment America 
Corporation社長

2004年10月 RTコンサルティング・インク社長
（現）

2004年12月 SBIインベストメント株式会社取
締役

2010年 ４ 月 Quark Pharmaceuticals, Inc.取
締役

2015年 ５ 月 アキュセラ・インク取締役（現）
2016年 ３ 月 当社社外取締役（現）

重要な兼職の状況
アキュセラ・インク取締役、RTコンサルティング・インク社長

社外取締役候補者とした理由等
ロバート・タケウチ氏は、当社及びその子会社の持続的成長にとって重要であると考えられる資
本市場、プライベート・エクイティ及び投資助言における経験を有することから、社外取締役と
して適任であると考えております。また、東京証券取引所が定める独立役員の基準を満たすた
め、独立役員として指定しています。

(注) 1．アキュセラ・インクは当社の完全子会社です。
2．各候補者と当社との間にいずれも特別の利害関係はありません。
3．浅子信太郎氏、三田四郎氏、中村栄作氏及びロバート・タケウチ氏の４氏は、社外取締役候補者であります。
4．社外取締役との責任限定契約の内容の概要は以下のとおりであります。

当社は現に当社の社外取締役候補者である浅子信太郎氏、三田四郎氏、中村栄作氏及びロバート・タケウチ氏との間で、会社法第427条第１
項及び当社定款第26条第２項に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく賠償限度額
は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を上限としております。各氏の再任が承認された場合、当社は各氏と上記責任限定契約を
継続する予定であります。

5．上表における当社株式所有数は、会社法施行規則に基づき表示されており、取締役が所有している可能性のある派生有価証券は含まれており
ません。

6．当社株式所有数は2018年２月28日現在のものです。

(ご参考) 社外取締役の独立性ガイドライン
　当社取締役会の過半数は、適用のある規則・規定、東京証券取引所のルール上、取締役会の経営判断として、独立役員の要件を満たす者により構成
されます。当社取締役会は、少なくとも年１回、取締役の独立性について評価をします。

以　上
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(添付書類)
事業報告（2017年１月１日から2017年12月31日まで）

Ⅰ 企業集団の現況に関する事項
１．事業の経過及び成果

　当社グループは、世界中で眼疾患に悩む皆さまの視力維持と回復に貢献することを目的に、イノベーションをさ
まざまな医薬品・医療機器の開発及び実用化に繋げる眼科医療ソリューション・カンパニーです。米国子会社のア
キュセラ・インクが研究開発の拠点となり、革新的な治療薬・医療技術の探索及び開発に取り組んでおります。
　当連結会計年度より従来の米国会計基準に替えて国際会計基準（以下「IFRS」という）を適用しており、前連結
会計年度の数値もIFRSベースに組み替えて比較分析を行っております。

事業収益
　当連結会計年度の事業収益の計上はなく、前連結会計年度と比較して846百万円（前連結会計年度比　100.0％）
の減少となりました。
　プログラムごとの収益は以下のとおりです。

（単位：％を除き、千円）
2017年12月期 2016年12月期 増減額 増減率（％）

エミクススタト塩酸塩 ― 844,751 △844,751 △100.0
その他 ― 1,503 △1,503 △100.0

合　計 ― 846,254 △846,254 △100.0

　事業収益の前連結会計年度からの減少は、エミクススタト塩酸塩に関する大塚製薬株式会社(以下、「大塚製薬」
という)との共同開発契約の終了に伴い、エミクススタト塩酸塩に関連する臨床試験が終了したことによるもので
す。エミクススタト塩酸塩に関する開発費の精算は、2016年12月に完了致しました。
　地図状萎縮を伴うドライ型加齢黄斑変性に対する治療薬候補としてのエミクススタト塩酸塩に関連する当社の臨
床プログラムは、2016年５月に終了しております。当社グループは、将来において、この提携から収益を生み出
すことを予想しておりません。
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研究開発費
　当連結会計年度の研究開発費は2,380百万円となり、前連結会計年度と比較して、44百万円（前連結会計年度比
1.9％）の増加となりました。
　費用負担区分ごとの研究開発費は以下のとおりです。

（単位：％を除き、千円）

2017年12月期 2016年12月期 増減額 増減率（％）
自社研究 2,379,750 1,354,128 1,025,622 75.7
提携研究 ― 981,158 △981,158 △100.0

合　計 2,379,750 2,335,286 44,464 1.9

　当連結会計年度における自社研究に関連した研究開発費は、前連結会計年度と比較して増加致しました。これは
主に、エミクススタト塩酸塩の増殖糖尿病網膜症を対象とした臨床第２相試験やスターガルト病を対象とした臨床
第2a相試験の進展に伴う開発費の増加に加え、糖尿病黄斑浮腫やウェット型加齢黄斑変性などの血管新生を伴う疾
患に対する生物模倣技術を用いた低分子化合物の非臨床試験や、在宅眼科医療機器ソリューションである
PBOS(Patient Based Ophthalmology Suite)デバイスの開発を進めたことが主な要因です。
　提携研究の研究開発費は、前期において地図状萎縮を伴うドライ型加齢黄斑変性を対象とした臨床第2b/3相試験
が終了したことにより減少致しました。
　当社グループは事業戦略として、非臨床試験を経てヒトでの有効性を実証するPOC(概念の実証、Proof of 
Concept)取得に努め、大手製薬企業との共同開発や商業化契約の提携により早期の上市と収益確保を目指してお
ります。その資金を元手に新たな研究開発に投資を行い、開発パイプラインを拡充するという経営方針に基づいて
研究開発費を運用しております。POC取得前から大手製薬企業と共同開発に関する協議に努めておりますが、現段
階におきましては、製品候補の開発は自己資金で賄っております。
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一般管理費
　一般管理費の金額は、以下のとおりです。

（単位：％を除き、千円）

2017年12月期 2016年12月期 増減額 増減率（％）
一般管理費 1,240,102 2,582,119 △1,342,017 △52.0

　当連結会計年度の一般管理費は前連結会計年度と比較して、1,342百万円（前連結会計年度比52.0％）の減少と
なりました。主な要因は以下のとおりです。

・三角合併(本社移転取引)に関連した弁護士費用等の減少：△442百万円
・株価連動型オプションが当期は確定しなかったこと等による株式報酬費用の減少：△382百万円
・組織再編による人件費や関連費用の減少：△307百万円
・前連結会計年度における大塚製薬との共同開発契約の終了や監査法人の変更に関連した支払手数料の減少：

△168百万円
・その他、オフィスの移転等による費用の減少：△43百万円

　以上の結果、営業損失は3,620百万円、税引前当期損失は3,445百万円、親会社の所有者に帰属する当期損失は
3,445百万円となりました。

２．設備投資等の状況
　当連結会計年度において特記すべき重要な設備投資はありませんでした。

３．対処すべき課題
(1) 株主価値の創造

　医薬品や医療デバイスの開発は、新しい市場や社会的価値を生み出すことにつながります。これを実現するた
めには、有望な開発パイプラインへの積極的な投資のほか、企業買収等を行うことが重要と考えております。当
社グループは、財務状況を鑑みながらこれらの投資を行い、企業価値を高め、株主価値の創造に繋げてまいりま
す。
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(2) 研究開発投資によるイノベーションと成長の実現
　成長を維持し、将来の収益を生み出すためには、研究開発活動への先行投資を継続し、失明に至る眼疾患に対
する革新的な製品の開発を促進することが重要であります。当社グループが開発中のエミクススタト塩酸塩、低
分子化合物、遺伝子療法、PBOS等は、革新的な作用メカニズム、あるいは、治療を高めるソリューションとな
る可能性を秘めております。一日も早く研究開発成果を達成するために、当社グループは効率的に資源を活用し
てまいります。

(3) 資金調達の多様化と安定化
　自社開発を進めることで企業価値を高めることができ、探索研究段階の有望な化合物や技術を外部から導入す
ることで開発期間を短縮することができますが、これらによって研究開発コストは増加します。事業の基盤を強
化するために、必要に応じて資金調達の多様化と安定化を検討してまいります。

(4) 強力な特許ポートフォリオの維持
　当社グループは、知的財産の創造と保護が事業の成功に不可欠であると考えており、積極的に特許保護を求め
ております。特許を取得しない状況においても営業秘密や秘密保持契約に基づき独占的な技術とノウハウを保護
してまいります。

(5) 日米間の内部連携の強化
　当社グループは効率的な社内コミュニケーションの重要性を認識し、多国籍でありながらも文化や言語、ビジ
ネスの習慣などの違いを乗り越え、社員同士のコミュニケーションを促進する環境を整えるべく、努めておりま
す。それを促すため、ITインフラを構築し、日米間の連携強化を図っております。

(6) 継続的な情報収集
　医薬に関連する開発技術は日進月歩で向上しております。そうした最先端技術や各国の法規制の変化、世界の
市場の動きなどを常に把握し続ける必要があります。当社グループは多国籍であることの強みを活かし、日本、
米国、欧州における独自の情報網を構築しております。そこから得る情報をグループ内で共有し、開発方針や事
業戦略に活かしてまいります。
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４．財産及び損益の状況の推移

区　　　分

第２期

(2016年 1 月 1 日から
2016年12月31日まで)

第３期
（当連結会計年度）

(2017年 1 月 1 日から
2017年12月31日まで)

米国会計基準 IFRS IFRS
事業収益又は提携からの収益 （千円） 870,198 846,254 －
税引前当期損失又は税引前当期純損失 （千円） △3,952,508 △3,910,673 △3,444,615
親会社の所有者に帰属する当期損失
又は当社株主に帰属する当期純損失 （千円） △3,952,549 △3,910,726 △3,444,615

基本的１株当たり当期損失
又は１株当たり当社株主に帰属する当期純損失 （円） △105.64 △104.52 △90.85

資産合計又は総資産 （千円） 17,168,534 17,172,397 13,396,255
資本合計又は株主資本 （千円） 16,520,263 16,524,126 12,966,794
(注) １．第２期より連結計算書類を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

２．第３期よりIFRSを適用して連結計算書類を作成しております。また、第２期分につきましては、ご参考としてIFRSに準拠した諸数値も記載
しております。

３．基本的１株当たり当期損失又は１株当たり当社株主に帰属する当期純損失は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。
４．2016年12月１日付で普通株式１株を3,783,961.9株に株式分割しております。第２期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して基本的

１株当たり当期損失又は１株当たり当社株主に帰属する当期純損失を算定しております。

５．重要な親会社及び子会社の状況
(1) 重要な子会社の状況

会　社　名 資　本　金 議決権比率 主要な事業内容
アキュセラ・インク 207,030千米ドル 100.0％ 眼科に特化した医薬品・医療機器の開発

(2) 企業結合の成果
　当社の連結子会社は上記の１社及び窪田オフサルミクス株式会社であります。
　当連結会計年度の事業収益の計上はなく、親会社の所有者に帰属する当期損失は3,445百万円となりました。
　なお、当社グループは、前連結会計年度において、2016年12月１日付で、当時当社の親会社であった旧アキ
ュセラ・インクと2016年３月24日付で設立された当社の子会社であるアキュセラ・ノースアメリカ・インクと
の間で、旧アキュセラ・インクを吸収合併消滅会社、アキュセラ・ノースアメリカ・インクを吸収合併存続会社
とし、その対価として、当社の普通株式を旧アキュセラ・インクの株主に割当交付する三角合併を行い、当社の
商号を「窪田製薬ホールディングス株式会社」に、アキュセラ・ノースアメリカ・インクの商号を「アキュセラ・
インク」に変更しております。2016年12月６日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。
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６．主要な事業内容（2017年12月31日現在）
　当社グループは、世界中で眼疾患に悩む皆さまの視力維持と回復に貢献することを目的に、イノベーションをさ
まざまな医薬品・医療機器の開発及び実用化に繋げる眼科医療ソリューション・カンパニーです。米国子会社のア
キュセラ・インクが研究開発の拠点となり、革新的な治療薬・医療技術の探索及び開発に取り組んでおります。
　当社グループ独自の視覚サイクルモジュレーション技術に基づく「エミクススタト塩酸塩」において糖尿病網膜
症及びスターガルト病への適応を目指し研究を進めております。また、白内障や老視(老眼)の薬物治療を目的とし
たラノステロール類縁低分子化合物の研究開発、そして網膜色素変性における視機能再生を目指す遺伝子療法の開
発を実施しております。
　同時に、糖尿病黄斑浮腫、ウェット型加齢黄斑変性など血管新生を伴う疾患の治療を目指し、生物模倣技術を用
いた低分子化合物の研究開発も進めております。在宅・遠隔医療分野（モバイルヘルス）では、PBOSなどクラウ
ドを使った医療モニタリングデバイスの研究開発も手掛けております。

７．主要な事業所（2017年12月31日現在）
(1) 当社の主要な事業所　　　本　社：東京都千代田区
(2) 子会社の主要な営業所　　アキュセラ・インク：米国　ワシントン州

８．使用人の状況（2017年12月31日現在）
(1) 企業集団の使用人の状況

使用人数 前連結会計年度末比増減
34名 10名減

(注) 使用人数は就業人員であり、臨時雇用等２名を含んでおりません。

(2) 当社の使用人の状況
　当社は純粋持株会社のため、当事業年度末において使用人はおりません。
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Ⅱ 株式の状況（2017年12月31日現在）
１．発行可能株式総数 151,358,476株

２．発行済株式の総数 38,036,288株（自己株式70株を含む。）
(注) 当事業年度における新株予約権の行使により、発行済株式の総数は158,583株増加しております。

３．株　主　数 11,301名

４．大　株　主
株　主　名 持　株　数 持株比率

SBIインキュベーション株式会社 14,486,625株 38.08％
窪田　良 10,250,654株 26.94％
株式会社大塚製薬工場 1,515,152株 3.98％
大和証券株式会社 1,330,049株 3.49％
日本証券金融株式会社 311,000株 0.81％
株式会社東京ウエルズ 278,715株 0.73％
信越化学工業株式会社 222,222株 0.58％
DNP Holding USA Corporation 222,222株 0.58％
Morgan Stanley Smith Barney LLC Clients Fully Paid SEG Account 201,776株 0.53％
水野　親則 120,000株 0.31％
(注) １．持株比率は自己株式（70株）を控除して算出しております。

２．持株比率は小数点第３位を切り捨てております。
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Ⅲ 新株予約権等の状況
１．当事業年度の末日に有する当社役員（執行役を含む）が保有している職務執行の対価として

交付された新株予約権等の状況
(1) 社外取締役

回次
（決議年月日） 新株予約権の数 目的となる株式

の種類と数 保有者数 行使時の払込金額
（１株当たり） 権利行使期間

第11回新株予約権
（2016年11月21日） 120,000個 普通株式

120,000株 4名 9.22米ドル 2016年12月 6 日から
2026年 1 月21日まで

第16回新株予約権
（2016年11月21日） 100,000個 普通株式

100,000株 4名 15.41米ドル 2016年12月 6 日から
2026年 7 月12日まで

(2) 執行役

回次
（決議年月日） 新株予約権の数 目的となる株式

の種類と数 保有者数 行使時の払込金額
（１株当たり） 権利行使期間

第11回新株予約権
（2016年11月21日） 747,462個 普通株式

747,462株 1名 9.22米ドル 2016年12月 6 日から
2026年 1 月21日まで

第13回新株予約権
（2016年11月21日） 32,538個 普通株式

32,538株 1名 10.14米ドル 2016年12月 6 日から
2026年 1 月21日まで

第20回新株予約権
（2016年11月21日） 127,037個 普通株式

127,037株 1名 1円 2016年12月 6 日から
2020年 3 月15日まで

(注)　執行役を兼務する取締役については執行役に含めております。

２．当事業年度中に職務執行の対価として使用人等（子会社使用人、子会社元使用人）に対し交
付した新株予約権の状況

　　　該当事項はありません。
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Ⅳ 会社役員の状況
１．取締役及び執行役の状況（2017年12月31日現在）
(1) 取締役

地位及び担当 氏　　名 委員会 重要な兼職の状況
取締役
代表執行役会長
社長兼最高経営責任者

窪 田 　 良 指名委員長 アキュセラ・インク　会長、社長兼最高経営責任者、
取締役

取締役
【社外取締役】【独立役員】 浅 　 子 　 信 太 郎 監査委員長

報酬委員
株式会社ディー・エヌ・エー　執行役員　CFO　経営
企画本部長
アキュセラ・インク　取締役

取締役
【社外取締役】 三 田 四 郎 指名委員

監査委員
株式会社エムズサイエンス　社長兼最高経営責任者
アキュセラ・インク　取締役

取締役
【社外取締役】【独立役員】 中 村 栄 作 指名委員

報酬委員
一般社団法人こいのぼり　監事
アキュセラ・インク　取締役

取締役
【社外取締役】【独立役員】 ロバート・タケウチ 報酬委員長

監査委員
RTコンサルティング・インク　社長
アキュセラ・インク　取締役

(注) １．取締役浅子信太郎氏、取締役中村栄作氏及び取締役ロバート・タケウチ氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であり、東京証券取
引所が定める独立役員として届け出ております。

２．取締役三田四郎氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。なお、2017年７月20日付で東京証券取引所が定める独立役員
の指定を解除されております。

３．取締役浅子信太郎氏は、カリフォルニア州の公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
４．当社は持株会社としての事業規模及び事業活動に鑑み、常勤監査委員を選定しておりません。

(2) 執行役

地　　　位 氏　　　名 担当または重要な兼職の状況
代表執行役会長、社長
兼 最 高 経 営 責 任 者 窪 田 　 良 最高経営責任者

アキュセラ・インク　会長、社長兼最高経営責任者、取締役

最 高 財 務 責 任 者 ジョン・ゲブハート 最高財務責任者
アキュセラ・インク　最高財務責任者

16



２．非業務執行取締役との責任限定契約
　当社は、会社法第427条第１項に基づき、非業務執行取締役との間において、会社法第423条第１項の損害賠償
責任を限定する契約を締結しています。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が定める額としています。
なお、当該責任限定が認められるのは、当該非業務執行取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でか
つ重大な過失がないときに限られます。

３．役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針
　当社は、原則として、執行役・使用人を兼務しない取締役に対しては、金銭及び株式型報酬の組み合わせにより
報酬を支払います。他方、執行役・使用人を兼務する取締役に対しては、取締役としての業務について追加的な報
酬を支払いません。加えて、当社は、執行役に対して、給与、賞与及びその他の経済的利益ならびに株式型報酬を
支払います。但し、当社執行役が当社子会社の執行役を兼務する場合、原則として、当社と当該子会社がその報酬
を別途報酬委員会が合理的に決定する割合により按分して支払うものとします。各取締役及び執行役の報酬の金額
及び構成は、経営の状況、各取締役または執行役の地位及び責務、ならびに従業員の標準的な給与を踏まえて、報
酬委員会によって決定されます。また、各取締役及び執行役の報酬は、独立アドバイザーの提供する調査結果を基
準として定められます。当該調査結果は、能力のある取締役及び執行役を勧誘し、維持するために、同業他社の報
酬慣行その他の市場の要因についての知見を提供するものです。

４．取締役及び執行役の報酬等の総額
区　　　　　分 支 給 人 員 基 本 報 酬 賞　与 金銭による報酬等の総額

取 締 役
( う ち 社 外 取 締 役 )

4名
(4名)

22,438千円
(22,438千円)

－ 千円
(－ 千円)

22,438千円
(22,438千円)

執 行 役 2名 40,268千円 17,381千円 57,649千円
合 計 6名 62,706千円 17,381千円 80,087千円

(注) １．執行役を兼務する取締役に対しては執行役に含めております。
２．賞与の金額は、執行役に対する金銭による報酬として当事業年度に会計上計上した費用の額を記載しております。
３．上記の金銭による報酬等の他、2016年11月21日開催の取締役会決議に基づき取締役（社外取締役）及び執行役に対して付与された新株予

約権があります。当該新株予約権について、その評価額と付与個数に基づき当事業年度に期間対応する部分について損益計算書に費用を計上
した金額は、取締役（社外取締役）が43,743千円、執行役が60,311千円であります。また、執行役に対する金銭以外の報酬として損益計
算書に費用として計上した退職給付費用が、668千円あります。金銭による報酬等の合計にこれらを加えた金額の合計値は、取締役（社外取
締役）が66,181千円、執行役が118,630千円であります。なお、当該新株予約権の詳細については、「Ⅲ新株予約権等の状況」をご参照く
ださい。

４．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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５．社外役員に関する事項
(1) 重要な兼職先と当社との関係

　当事業年度において、2017年７月、当社グループは取締役三田四郎氏が代表取締役を務めるエムズサイエン
ス株式会社と研究開発の助言に関するコンサルティング契約を締結しました。当該コンサルティング契約は
2017年10月に終了しております。
　取締役浅子信太郎氏、取締役中村栄作氏及び取締役ロバート・タケウチ氏の重要な兼職先（但し、アキュセラ・
インクを除く）と当社との間には、特別な関係はありません。

(2) 会社または会社の特定関係事業者との関係
　社外役員は、当社または当社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者及びその三親等以内の親族その他これに
準ずる者であったことはありません。

(3) 当事業年度における主な活動状況
取締役会及び担当委員会への出席状況及び専門性

・取締役　浅子信太郎
　当事業年度に開催された取締役会19回中19回、報酬委員会５回中５回、監査委員会５回中５回に出席して
います。浅子氏はカリフォルニア州の公認会計士の資格を有しており、豊富な経営管理の経験ならびに米国及
び日本の両国における上場企業に関連する法規制について精通しています。

・取締役　三田四郎
　当事業年度に開催された取締役会19回中18回、指名委員会１回中１回、監査委員会５回中４回に出席して
います。三田氏は、バイオテクノロジー及び薬学の領域における研究者及び執行役員としての両面からの豊富
な経験を有しています。

・取締役　中村栄作
　当事業年度に開催された取締役会19回中18回、指名委員会１回中１回、報酬委員会５回中５回に出席して
います。中村氏は、当社の持続的成長にとって重要であると当社が考える投資運用及び資本市場における豊富
な経験を有しています。

・取締役　ロバート・タケウチ
　当事業年度に開催された取締役会19回中18回、報酬委員会５回中５回、監査委員会５回中５回に出席して
います。タケウチ氏は、取締役として資本市場、プライベート・エクイティ及び投資助言における豊富な経験
を有しています。
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Ⅴ 会計監査人の状況
１．名称　　　　　　　　　三優監査法人

２．報酬等の額
金　　　　額

公認会計士法（昭和23年法律第103号）第２条第１項に規定する業務に基
づく報酬の金額 29,350千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合
計額 49,690千円

(注) １．公認会計士法第２条第１項に規定する業務に基づく報酬の金額には、当社と監査人との契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法
に基づく監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実質的な区分もできないため、これらの合計額で記載しております。

２．当社の重要な子会社アキュセラ・インクは、当社の会計監査人の提携会計事務所の監査を受けております。

３．非監査業務の内容
　該当事項はありません。

４．会計監査人の報酬等に監査委員会が同意した理由
　監査委員会は、会計監査人の監査計画の内容、監査人員数、監査日程、その他報酬見積もりの算出根拠などを確
認し、適正な監査を実施するために監査報酬額が妥当な水準であるかどうかについて検討した結果、会計監査人の
報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行いました。

５．会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社監査委員会は、会計監査人が職務を適正に遂行することが困難と認められる等の場合には、会計監査人の解
任または不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出致しま
す。
　会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当する事由があった場合には、監査委員会の委員の全員
の同意に基づき、監査委員会が会計監査人を解任致します。
　この場合、監査委員会が選定した監査委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任し
た旨と解任の理由を報告致します。
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Ⅵ 会社の体制及び方針
１．業務の適正を確保するための体制と運用状況
(1) 執行役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　当社の取締役会は、当社の執行役及び従業員による職務遂行が法令及び当社の定款に適合することを確保する
ために、以下の体制を含む内部統制システムを整備します。また、当社は必要に応じて、上記システムの評価及
び改善を続けていきます。

（ア）取締役会、具体的には監査委員会は、当社の内部統制の十分性を検討します。当社の監査委員会は、経営管
理のため、継続的に会計監査人と内部統制及び当社の財務諸表の網羅性及び正確性について意見交換するこ
ととしています。

（イ）当社は、内部監査部門を設置しています。内部監査部門は、企業統治体制に係る内部統制の適切性を包括的
かつ客観的に評価し、また、監査委員会に対して、重要性の高い問題点に取り組むための提案を行い、実務
的なレベルで当社の会計監査人と協働してフォローアップを行います。

（ウ）当社は、コンプライアンスの促進のため、法令に従い内部規則を制定し、これらの諸規則の執行役及び従業
員への周知を徹底しています。また、当社は必要となるコンプライアンスに関連する教育及びトレーニング
の機会も提供しています。

（エ）当社は、コンプライアンス違反の早期発見と是正を図るため、違反報告者の保護を図る内部通報システムを
構築することにより強化された内部通報規則を制定しています。

（オ）当社は、インサイダー取引を防止するために、インサイダー取引防止規程を制定しています。当該規程は、
（ⅰ）取締役、執行役または従業員等が事業活動に関して取得した内部情報の管理に関する基本的事項、（ⅱ）
取締役、執行役または従業員等による株式及びその他の有価証券の売買及びその他の取引の管理及び規制、
ならびに（ⅲ）取締役、執行役、会計監査人及び従業員に求められる行動規範を定めています。

（カ）当社は、市民社会の秩序や安全を脅かす反社会的勢力とは、一切の関係を持ちません。当社は、係る反社会
的勢力との関係を断固として拒絶するものとして行動します。

(2) 執行役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、取締役、執行役及び従業員による職務執行に係る情報の保存及び管理ならびに機密情報の取扱いに関
する規程を定め、これらに基づき、該当情報を含む文書及び媒体を適切かつ確実に保持及び管理します。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社取締役会は、リスク管理プロセスの監督に積極的に関与します。

20



　当社取締役会は、常設のリスク管理委員会を有していないものの、常設の各委員会が各々の監督に係る業務分
野において内在的に生じるリスクに関して直接的な監督機能を果たすとともに、取締役会も直接的に全体として
上記のような監督の機能を果たします。とりわけ、当社の監査委員会は当社グループの主要な財務リスク及び係
るリスクを監視及び管理するために経営陣がとった対策について検討し協議する責務を有します。また、当社の
報酬委員会は、当社の報酬の方針及びプログラムが潜在的に過度なリスク負担となっていないかについて評価及
び監視を行います。さらに、当社の指名委員会は、当社グループの主要な法的コンプライアンスリスク、及び適
用ある法規制の遵守を推進し、監視する当社グループのプログラムを監督します。そして、当社取締役会は、戦
略リスク及び各委員会によってカバーされないその他のリスクを監視し、評価する責務を有します。
　当社取締役会または適切な委員会は、当社のリスクの確認、管理及び低減に向けた戦略を理解することができ
るよう、当社のCEO（最高経営責任者）またはその他の経営陣のメンバーから、会社が直面しているリスクにつ
いて報告を受領します。

(4) 執行役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（ア）当社は、執行役による効率的な職務執行を確保するため十分な員数の執行役を保持します。
（イ）定例の取締役会を開催し、経営上の重要な事項について意思決定するとともに、執行役及び従業員の職務執

行を監督します。
（ウ）取締役会の機能をより強化し、経営効率を向上させるため、CEO（最高経営責任者）及びCFO（最高財務

責任者）が出席する執行役会を少なくとも３ヵ月に１回開催し、職務執行に関する基本的事項及び重要事項
に係る機動的な意思決定を行うものとします。また、重要プロジェクトに関する審議を行い、審議の内容に
よっては、委員会または取締役会において更なる検討を加えます。

(5) 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　子会社の業務の適正を確保するために、当社は、当社の子会社が基本的な運営事項について当社に対して承認
申請しなければならないことを定めた、子会社の管理に係る規則及び手続を制定します。また、当社は、子会社
が、当社グループの運営基準を理解、強化及び維持するとともに、適切なリスク管理、コンプライアンス管理及
び内部監査を実施するよう確保していきます。

(6) 監査委員会監査の状況
　当社は持株会社としての事業規模及び事業活動に鑑み、監査委員会の活動を直接補助する取締役または従業員
を選任しません。
　当社は、監査委員会がその職務（監査委員会規程に定義されます。）の執行に関連して負担したあるいは負担
すると見込まれる合理的な費用につき、委員からの要求に応じて、償還または前払いを行います。
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　当社の監査委員会は、必要に応じて会計監査人から会計監査に係る報告書を受領するとともに、監査委員会は、
監査方針、監査計画及び監査手法に係る問題を解決します。また、監査委員会の義務の履行のために必要かつ適
切と認める場合には、他の会計士、コンサルタント及び専門家から報告書を受領します。監査委員会は、会計士
及びコンサルタントに指揮しまたは追加的にもしくは別途、直接調査する方法により行われた監査及び調査の結
果を取締役会に報告します。
　監査委員、会計監査人、内部監査部門及びCFO（最高財務責任者）は、四半期毎に開催される監査委員会に出
席します。監査委員会においては、監査委員会、会計監査人及び内部監査部門の監査計画、それらによる監査の
実施、ならびに問題点及び改善策の進捗に関して報告及び協議が行われるものとします。
　監査委員会は、会計監査人の報酬等に係る決定または有資格の監査法人及びコンサルタントにより許容される
業務について承認を与えます。
　これらの業務には、監査業務、監査関連業務、税務業務及びその他の業務を含むものとし、これらの業務の承
認は、個別業務または業務の区分について詳細化されており、一般に個別の予算制限に従います。監査法人、コ
ンサルタント及び経営陣は、上記の承認に従って監査法人及びコンサルタントにより提供される業務の範囲及び
それまでに実施された業務に係る報酬について、定期的に、監査委員会に報告します。
　なお、法令や規則、会社の方針に違反する行為等を知った当社及び子会社の役員及び従業員は、監査委員会に
報告することができ、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないものとします。

２．業務の適正を確保するための体制の運用状況
　当社グループは、上記の業務の適正を確保するための体制について、外部専門家を効率的に活用しながら、内部
統制システムの整備及び運用状況について継続的に調査を実施しており、取締役会に報告しております。また、調
査の結果判明した問題点については、是正措置を行い、より適切な内部統制システムの構築・運用に努めておりま
す。

３．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、これまで当社の株主資本に対する現金配当を支払ったことがありません。当面は現金配当を行わず、当
社の発展及び成長のためにすべての調達可能な資金及び将来の利益を保持する意向であります。当社の将来におけ
る株主資本に対する現金配当の支払いの取締役会による決定は、当社の業績、財務状況、流動性要件、適用ある法
律または契約により課される制限ならびに当社の取締役会がその独自の裁量によって関連があると判断するあらゆ
るその他の要因により影響を受けます。

４．株式会社の支配に関する基本方針
　該当事項はありません。
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連結計算書類

連結財政状態計算書 （2017年12月31日現在） (単位：千円)

科目 金額 科目 金額

(資産)

流動資産

現金及び現金同等物

その他の金融資産

その他の流動資産

非流動資産

有形固定資産

その他の金融資産

その他の非流動資産

11,672,721

1,169,754

10,026,936

476,031

1,723,534

45,802

1,565,895

111,837

(負債及び資本)

流動負債 326,601

買掛金 10,373

未払債務 86,155

未払報酬 208,098

繰延賃借料及びリース・インセンティブ 21,975

非流動負債 102,860

長期繰延賃借料及びリース・インセンティブ、その他 102,860

負債合計 429,461

資本

資本金 73,006

資本剰余金 25,410,861

利益剰余金 △11,091,236

その他の資本の構成要素 △1,425,837

親会社の所有者に帰属する持分合計 12,966,794

資本合計 12,966,794

資産合計 13,396,255 負債及び資本合計 13,396,255
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連結損益計算書 (自　2017年 1 月 1 日
至　2017年12月31日) (単位：千円)

科目 金額

事業費用

研究開発費 2,379,750

一般管理費 1,240,102 3,619,852

営業損失 △3,619,852

その他の収益及び費用

金融収益 161,100

その他の収益 14,137 175,237

税引前当期損失 △3,444,615

当期損失 △3,444,615

当期損失の帰属

親会社の所有者 △3,444,615
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計算書類

貸借対照表（2017年12月31日現在） (単位：千円)

科目 金額 科目 金額

(資産の部)

流動資産

現金及び預金

前払費用

未収消費税等

固定資産

有形固定資産

建物

工具器具備品

投資その他の資産

子会社株式

敷金保証金

長期前払費用

64,393

29,028

22,734

12,629

35,706

7,978

3,890

4,088

27,727

300

11,286

16,140

(負債の部)

流動負債 133,233

未払金 96,301

未払費用 14,118

未払法人税等 180

預り金 4,032

役員賞与引当金 18,601

負債合計 133,233

(純資産の部)

株主資本 △774,936

資本金 73,006

資本剰余金 72,506

資本準備金 72,506

利益剰余金 △920,384

その他利益剰余金 △920,384

繰越利益剰余金 △920,384

自己株式 △64

新株予約権 741,802

純資産合計 △33,134

資産合計 100,099 負債純資産合計 100,099

25



損益計算書 (自　2017年 1 月 1 日
至　2017年12月31日) (単位：千円)

科目 金額

営業収益 422,418

営業費用

一般管理費 858,194

営業損失 △435,775

営業外収益

受取利息 0 0

営業外費用

為替差損 43 43

経常損失 △435,818

税引前当期純損失 △435,818

法人税、住民税及び事業税 180

当期純損失 △435,998
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監査報告書

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書
2018年３月15日

窪田製薬ホールディングス株式会社
取締役会　御中

三優監査法人
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古 藤 智 弘 ㊞
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 齋 藤 浩 史 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、窪田製薬ホールディングス株式会社の2017年１月１日から2017年12月31
日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記表につ
いて監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、連結計算書類を国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略して作成することを認めている会社計算規則第
120条第1項後段の規定により作成し、適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書
類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結
計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施するこ
とを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の
判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査
手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計
方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれ
る。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、会社計算規則第120条第1項後段の規定により国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略して作成された上記
の連結計算書類が、窪田製薬ホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び
損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書
2018年３月15日

窪田製薬ホールディングス株式会社
取締役会　御中

三優監査法人
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古 藤 智 弘 ㊞
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 齋 藤 浩 史 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、窪田製薬ホールディングス株式会社の2017年１月１日から2017年
12月31日までの第３期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその
附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当
監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、
これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査委員会の監査報告書　謄本

監　査　報　告　書
　当監査委員会は、2017年１月１日から2017年12月31日までの第３期事業年度における取締役及び執行役の職務の執行について
監査いたしました。その方法及び結果につき、以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容

　監査委員会は、会社法第416条第１項第１号ロ及びホに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備さ
れている体制（内部統制システム）の状況について取締役及び執行役等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、
必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに下記の方法で監査を実施しました。
①　監査委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び執

行役等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、会社の業務及び
財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び執行役員等と意思疎通及び情報の交換を図り、
必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われること
を確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企
業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及
び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役及び執行役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の

記載内容並びに取締役及び執行役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人三優監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人三優監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2018年３月15日
窪田製薬ホールディングス株式会社　監査委員会

監査委員 浅 　 子 　 信 太 郎 ㊞
監査委員 三 　 田 　 四 　 郎 ㊞
監査委員 ロバート・タケウチ ㊞

(注)　監査委員全員は、会社法第２条第15号及び第400条第３項に規定する社外取締役であります。
以　上

以　上
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メ　　モ



株 主 総 会 会 場 の ご 案 内

● 会場 東京都千代田区隼町１番１号 ホテルグランドアーク半蔵門　４階　富士西の間

半
蔵
門
駅

麹
町
駅

半
蔵
門
線

有
楽
町
線

エネオス ベルサール
半蔵門

麹町1丁目
3番地ビル

新 宿 通 り

三菱UFJ銀行 ワコール
麹町ビル

麹町署

麹町警察署前

半蔵門

麹町1丁目

TOKYO FM
ホール

半
蔵
門

桜
田
濠

サンクス

麹町駅1番出口

みずほ銀行

半
蔵
門
駅
6
番
出
口 株主総会会場

グランドアーク半蔵門

● 交通のご案内
東京メトロ　半蔵門線 「半蔵門」駅 ６番出口 徒歩３分

※６番出口は地上までエスカレーターとエレベーターが通じています。
東京メトロ　有楽町線 「麹町」駅 １番出口 徒歩７分

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


